
　愛知県名古屋市生まれ。日泰寺の地元、田代小学校、

城山中学校を卒業。２００２年から地元の歴史・文化

の継承と振興のために、日泰寺の縁日（毎月２１日）に

「弘法さんかわら版」をお配りしています。２０１３年から知立遍照院の

縁日でも「弘法さんかわら版」がスタート。

　全国先達会、愛知県先達会、東日本先達会などで仏教関係の講演を行っ

ているほか、毎年年末には日泰寺西隣の専修院で「弘法さんを語る会」を

開催。中日文化センター「くらしの中の仏教」講座の講師も務めています。

　著書に「弘法大師の生涯と覚王山」、「仏教通史」、「四国霊場と般若心経」

（大法輪閣）など。

　愛知県立旭丘高校、早稲田大学・大学院を経て、日本銀行に１８年間勤

務した後、２００１年から参議院議員。元内閣府副大臣・厚生労働副大臣。

　現在、早稲田大学と藤田医科大学の客員教授を兼務。元中央大学大学院

客員教授（２００５～１７年）。早稲田大学博士。
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皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
か
わ
ら
版
、
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

一
昨
年
か
ら
日
常
会
話
の
中
の
仏

教
用
語
を
ご
紹
介
し
て
い
る
か
わ
ら

版
。
今
ま
で
に
登
場
し
た
の
は
、
我

慢
、
愚
痴
、
迷
惑
、
意
地
、
分
別
、
無
上
、

遊
戯
、
退
屈
、
出
世
、
彼
岸
、
世
界
、

人
間
、
知
恵
、
四
苦
八
苦
、
悲
願
、
あ

り
が
と
う
、
縁
起
、
挨
拶
、
呂
律
、
達
者
、

学
生
、
無
学
、
真
実
、
機
嫌
、
大
丈

夫
、
貪
欲
、
変
化
、
道
楽
、
金
輪
際
、

覚
悟
。

　

い
や
は
や
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
ち
い
ち
語
源
や
意
味
を
考
え
な
が

ら
使
っ
て
い
る
と
、
頭
が
痛
く
な
り

そ
う
で
す
。
仏
教
用
語
を
自
然
に
自

由
自
在
に
使
い
こ
な
せ
る
と
い
い
で

す
ね
。

　

こ
の
「
自
然
」
も
「
自
由
自
在
」
も

仏
教
用
語
。
「
自
然
」
は
「
じ
ね
ん
」

と
読
み
、
自
（
お
の
）
ず
か
ら
そ
う

な
っ
て
い
る
様
（
さ
ま
）、
神
仏
の
計

ら
い
で
生
じ
て
い
る
世
界
、
人
間
の

手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
仏
教

の
真
理
を
指
す
言
葉
で
す
。

　

最
近
は
自
然
災
害
が
大
規
模
化
し

て
い
ま
す
。
人
間
が
自
然
を
破
壊
し

て
い
る
結
果
と
言
え
ま
す
が
、「
自
然
」

は
神
仏
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
生
じ

て
い
る
世
界
。
「
自
然
」
を
破
壊
す
れ

ば
、
神
仏
が
お
怒
り
に
な
る
の
は
も
っ

と
も
な
こ
と
で
す
。

　

人
間
は
「
自
然
」
に
対
し
て
敬
意

を
払
い
、
謙
虚
に
向
き
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
科
学
技
術
で
「
自
然
」

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
と
い
う

考
え
は
、
大
そ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

「
自
由
自
在
」
の
「
自
由
」
。
あ
ら

ゆ
る
束
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
覚
り

（
悟
り
）
の
境
地
を
「
自
由
」
と
言
い

ま
す
。
自
分
勝
手
に
好
き
に
し
て
よ

い
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
自
由
」
で
あ
れ
ば
、
覚
り
を
得
て
、

仏
教
の
真
理
に
至
っ
て
い
る
「
自
然
」

な
存
在
と
な
れ
る
の
で
、
そ
の
こ
と

を
「
自
在
」
と
言
い
ま
す
。

　

仏
の
こ
と
を
時
に
「
自
在
人
」
と

呼
ぶ
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
観
世
音

菩
薩
の
こ
と
を
観
自
在
菩
薩
と
言
う

場
合
の
「
自
在
」
も
そ
う
い
う
意
味

で
す
。
般
若
心
経
に
も
出
て
き
ま
す
。

　

「
自
由
」
と
「
自
在
」
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
「
自
由
自
在
」
。
日
常
会

話
で
は
「
あ
の
人
は
自
由
自
在
だ
」

「
自
由
自
在
に
何
で
も
や
っ
て
み
た
い
」

「
自
由
自
在
に
操
る
」
と
い
う
表
現
で

「
好
き
勝
手
な
性
格
だ
」
「
好
き
な
こ
と

を
や
り
た
い
」
「
思
い
ど
お
り
に
す
る
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
表
し
が
ち
で
す

が
、
仏
教
に
お
け
る
本
来
の
意
味
と
は

異
な
り
ま
す
。

　

「
私
は
自
由
人
」
と
言
う
人
が
時
々

い
ま
す
が
、
仏
教
的
に
は
「
私
は
覚

り
を
開
い
て
い
る
人
間
だ
」
と
い
う

意
味
と
な
り
、
少
々
不
遜
な
発
言
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

「
自
由
人
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
自
分
は

生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
、
自
然
を
敬
い
、
謙
虚
に
生
き

て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
の
「
自
由
自
在
」
な

人
が
多
く
な
れ
ば
、
家
庭
も
組
織
も

社
会
も
国
も
、
「
自
然
」
な
姿
に
近
づ

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
仏
教
用
語
の
探
検
を
ま
だ

ま
だ
続
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付
き
合

い
く
だ
さ
い
。
で
は
ま
た
来
月
。

※


